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バックサポート「中折れ機構」

中折れ機構は、自動車の高級車にも使

用されている構造です。体幹上部およ

び頭部を活動位に保ちながら、体幹下

部や骨盤、下肢を休息位に保ちます。

この中折れ機構の高齢者への有効性に

ついては、藤應義塾大学機械工学科や、

湘南工科大学テザインエ学科などこ共

同で、様々な角度から、その有舶性に

ついて研究を進めています。

オIIジ十fしの張ιl調整構造
KOYAの張ιl調整「パームシート」勝、張ιl調整のために設計

された7じ―ム構造によって、他社製品には無い座ιl心地を実現

しています。

重力不安こ背面支持
「中折れ機構」こ「パームシート」によιI頭部こ体幹上部がしっかιlこ持触し、支えらている感覚は、動きが少なく、重力不安

を感じている高齢者に支持面の存在する書心感を与え、過度の立ち直ιI反応を和らifることができるこ考えています。

足台エレベーティング

※体幹パッド、ヘッドレストはオ■ション品です。

標準品は「固定7レーム」です。折ιlたたみ7じ―ムもご用意しています 〔小

じ仕様が異ならlます)。

※明」湘ビ 
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連動式IIクライエング・ティIι 卜機構

通常の:lクライニング・ティIし 卜機構勝、リクライエング角

度調整こティfじ 卜角度調整機構が分かれているので、介助者

にある程度の知識が無いと、その機能を生かすことができき

世んでした。この機構勝―操作で、「リクライエングしながら

ティlL卜する」構造で、誰でも快適な座位を調整できます。

食事のここの姿勢のここ
響勢変換型の車椅子は、休息姿勢を作‖やすくできて

`1春すが、囁下障害がある使用者の場合、食事時に体幹を後傾

させる響勢が不向きな場合があιlます。この車椅子を中番

起こした時、座面1す床面こ並行になιlますが、できるだll

骨盤を後傾さ世たくない場合は、前後差のない「スタンダー

ドカン・ソフークッション (弊社製)」 など、前後差の少な

いクッションをご使用下さιl。

その饉のオ■シ■れ昌 カンツ7-ク ッション
クッションテーマル 転倒防止バー

ることはできません(運動式)。


